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○
内
閣
府
令
第
十
七
号

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
道
路
交
通
法
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
八
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
七
条
第
四
項
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号

、
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
百
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
一
条
の
五
、
第
百
四
条
の
三
第
一
項
、
第
百

六
条
、
第
百
七
条
の
三
の
二
並
び
に
第
百
十
四
条
の
七
並
び
に
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）

第
三
条
第
三
項
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
十
八
条
の
二
の
二
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
取
消
処
分
者
（
以
下
「
特
定
取
消
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処
分
者
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
前
段
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
の
二
の
三
と
し
、
同
条
の
前

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
質
問
票
の
様
式
）

第
十
八
条
の
二
の
二

法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
十
六
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
特
定
失
効
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
消

処
分
者
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
百
一
条
第
四
項
」
を
「
第
百
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

法
第
百
一
条
第
四
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
中
「
前
条
第
八
項
」
を
「
前
条
第
九
項
」
に
、
「
第
一
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
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と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
百
一
条
の
二
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請
書
」
を
「
特
例
更
新
申
請
書
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
十
八
の
二
の
申
請
書
」
を
「
前
項
の
様
式
の
特
例
更
新
申
請
書
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
二
十
九
条
の
二
の
三

法
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
及
び
第
八
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
条
の
二
の
二
中
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
五
項
」
を
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
七
項
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
条
の
四
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
三
項
若
し
く
は
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
三
の
表
中
「
第
百
一
条
第
五
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一
条
の
二

第
四
項
」
に
、
「
法
第
百
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
法
第
百
一
条
の
二
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」

に
、
「
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
」
に
、
「
又
は
法
」
を
「
若
し
く
は
法
」
に
改
め
、
「

取
消
し
を
受
け
た
者
」
の
下
に
「
又
は
免
許
が
失
効
し
た
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
な
か
つ
た
者
」
を
加
え
、
「
当
該

免
許
に
係
る
」
を
「
取
り
消
さ
れ
、
又
は
失
効
し
た
免
許
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
四
項
第
一
号
ヘ
中
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
は
一
時
限
（
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
受

け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
二
時
限
」
を
「
、
二
時
限
」
に
改

め
、
同
号
ト
中
「
応
用
走
行
に
つ
い
て
の
み
」
を
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
並
び
に
応
用
走
行
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
「

教
習
時
間
は
」
の
下
に
「
、
基
本
操
作
及
び
基
本
走
行
に
つ
い
て
は
一
時
限
を
、
応
用
走
行
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
、
同
号
ト

に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
大
型
二
輪
免
許
に
係
る
教
習
を
受
け
る
者
が
現
に
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
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て
は
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
習
は
、
応
用
走
行
に
つ
い
て
の
み
行
い
、
か
つ
、
そ
の
教
習
時
間
は
三
時
限

を
超
え
な
い
こ
と
。

第
三
十
七
条
の
二
を
第
三
十
七
条
の
二
の
二
と
し
、
第
七
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
徴
収
の
方
法
）

第
三
十
七
条
の
二

法
第
百
七
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
は
、
別
記
様
式
第
十
八
の
五
の
報
告
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

別
記
様
式
第
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第十七条関係）別記様式第十二

運 転 免 許 申 請 書

年 月 日

公安委員会 殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 年 月 日

受 け よ う と す る 免 許 の 種 類

試 験 免 除 の 該 当 事 由

有 ・ 無免 許 証 の 記 載 事 項 の 変 更 の 有 無

（この線から下には記載しないこと ）。

免

許

証

の

写

し

氏名・生年月日 年 月 日

本籍・国籍等

住 所

交 付 年 月 日

年 月 日まで有効 写 真

2.
6

免許の条件等

0.1

9.02.6

備考 １ 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は５号活字で印字すること。

２ 試験免除の該当事由欄には、法第97条の２第１項若しくは第２項又は令第34条の５に

規定する免除事由を記載すること。

３ 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記載事項

の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同欄の「無」

を、それぞれ○で囲むこと。

４ 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写するこ

と。

５ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。
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別
記
様
式
第
十
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（第十八条の二の二、第二十九条の二関係）別記様式第十二の二

質 問 票

次の事項について、該当する□に（チェック）印を付けて回答してください。

□はい □いいえ
１ 過去５年以内において、病気（病気の治療に伴う症状を含みます ）。

を原因として、又は原因は明らかでないが、意識を失ったことがある。

□はい □いいえ
２ 過去５年以内において、病気を原因として、身体の全部又は一部

が、一時的に思い通りに動かせなくなったことがある。

３ 過去５年以内において、十分な睡眠時間を取っているにもかかわ

らず、日中、活動している最中に眠り込んでしまった回数が週３回 □はい □いいえ

以上となったことがある。

４ 過去１年以内において、次のいずれかに該当したことがある。

・飲酒を繰り返し、絶えず体にアルコールが入っている状態を３

日以上続けたことが３回以上ある。 □はい □いいえ

・病気の治療のため、医師から飲酒をやめるよう助言を受けている

にもかかわらず、飲酒したことが３回以上ある。

□はい □いいえ
５ 病気を理由として、医師から、運転免許の取得又は運転を控える

よう助言を受けている。

公安委員会 殿 年 月 日

上記のとおり回答します。 回答者署名

（注意事項）

１ 各質問に対して「はい」と回答しても、直ちに運転免許を拒否若しくは保留され、又は

既に受けている運転免許を取り消され若しくは停止されることはありません。

（運転免許の可否は、医師の診断を参考に判断されますので、正確に記載してください ）。

２ 虚偽の記載をして提出した方は、１年以下の懲役又は30万円以下の罰金に処せられます。

３ 提出しない場合は手続ができません。

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。
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別
記
様
式
第
十
三
及
び
別
記
様
式
第
十
三
の
二
中
「

」
を
「

」
に
改
め

第
十

八
条

の
二

の
二

関
係

第
十

八
条

の
二

の
三

関
係

る
。別

記
様
式
第
十
八
及
び
別
記
様
式
第
十
八
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（第二十九条関係）別記様式第十八

運転免許証更新申請書

年 月 日

公安委員会 殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 年 月 日

有 ・ 無免 許 証 の 記 載 事 項 の 変 更 の 有 無

（この線から下には記載しないこと ）。

適性検査の結果

免

許

証

の

写

し

氏名・生年月日 年 月 日

本籍・国籍等

住 所

交 付 年 月 日

年 月 日まで有効 写 真

2.6

免許の条件等

0.1

9.02.6

備考 １ 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は５号活字で印字すること。

２ 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記載事項

の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同欄の「無」

を、それぞれ○で囲むこと。

３ 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写するこ

と。

４ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

５ 図示の長さの単位は、センチメートルとする。



（第二十九条の二関係）別記様式第十八の二

特例更新申請書

年 月 日

公安委員会 殿

ふ り が な

氏 名

生 年 月 日 年 月 日

有 ・ 無免 許 証 の 記 載 事 項 の 変 更 の 有 無

（この線から下には記載しないこと ）。

適性検査の結果

免

許

証

の

写

し

氏名・生年月日 年 月 日

本籍・国籍等

住 所

交 付 年 月 日

年 月 日まで有効 写 真

2.6

免許の条件等

0.1

9.02.6

備考 １ 氏名及び生年月日欄は、明瞭に、かい書で記載し、又は５号活字で印字すること。

２ 現に受けている免許に係る免許証の記載事項に変更がある場合には免許証の記載事項

の変更の有無欄の「有」を、当該免許証の記載事項に変更がない場合には同欄の「無」

を、それぞれ○で囲むこと。

３ 免許証の写し欄には、現に受けている免許に係る免許証の表側及び裏側を複写するこ

と。

４ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

５ 図示の長さの単位は、センチメートルとする。
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別
記
様
式
第
十
八
の
四
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（第二十九条の二の三、第三十七条の二関係）別記様式第十八の五

報 告 書

□はい □いいえ
１ 過去５年以内において、病気（病気の治療に伴う症状を含みます ）。

を原因として、又は原因は明らかでないが、意識を失ったことがある。

□はい □いいえ
２ 過去５年以内において、病気を原因として、身体の全部又は一部

が、一時的に思い通りに動かせなくなったことがある。

３ 過去５年以内において、十分な睡眠時間を取っているにもかかわ

らず、日中、活動している最中に眠り込んでしまった回数が週３回 □はい □いいえ

以上となったことがある。

４ 過去１年以内において、次のいずれかに該当したことがある。

・飲酒を繰り返し、絶えず体にアルコールが入っている状態を３

日以上続けたことが３回以上ある。 □はい □いいえ

・病気の治療のため、医師から飲酒をやめるよう助言を受けている

にもかかわらず、飲酒したことが３回以上ある。

□はい □いいえ
５ 病気を理由として、医師から、運転免許の取得又は運転を控える

よう助言を受けている。

公安委員会 殿 年 月 日

上記のとおり報告します。 報告者署名

（注意事項）

１ 各質問について、該当する□に（チェック）印を付けて報告してください。

２ 各質問に対して「はい」と報告しても、直ちに運転免許を拒否若しくは保留され、又は

既に受けている運転免許を取り消され若しくは停止されることはありません。

（運転免許の可否は、医師の診断を参考に判断されますので、正確に報告してください ）。

３ 虚偽の報告をした方は、１年以下の懲役又は30万円以下の罰金に処せられます。

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。
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第
１
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４

条
の

２
の

３
第

３
項

第
１

０
４

条
の

２
の

３
第

５
項

第
１

０
４

条
の

２
別
記
様
式
第
十
九
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

の
３

第
６

項
第

１
０

４
条

の
２

の
３

第
８

項

別
記
様
式
第
二
十
二
の
三
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
三

十
七

条
の

二
関

係
第

三
十

七
条

の
二

の
二

関
係

別
表
第
一
中
「
燈
器
」
を
「
灯
器
」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「
四
・
五
メ
ー
ト

5
.

3
5

.
3

5
.

4
5

.
4

上
以

上
以

ル
か
ら
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
」
を
「
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


